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Photo 1. ひめmの浮島
Photo 2. オタド・7 リ?召にみら
れるヒツジグサr.t落

水性猪71<.引のiBで，またその近傍ー;1日ーは醇苔植物併を主体としたいわゆる泥

炭性i;Jf，原を構成するもので，従って71<.'[1も215褐色を;IWびた酸度の高いもので，

またその中に検出される藻類も

Cosmarium， Staurastru1n， 

Scenedesmus 

を数うるに過ぎない非調和型の特徴をあらわしている。との点まえに述べfと

《ひめ沼》とはいちじるしい対比がみられるわけである。

広さの点から考えても 《ひめ沼》の約三倍の大きさをもっこの沼，こと

さらにその生物!習の貧弱さから幾分のものたりなさを感じさせるこの沼にも

ひとつの楽しみがある。それはこの沼の一端にくりひろげられた 《ひつじぐ

さ〉のf，'[¥稀である。開花不におとづれる採集者ーにとってはことさらにそれは，

孤島利尻のひとつのなぐさめともなってくれよう。(旭川来高等学校〉

デンマルクの一日

山田 幸児

昨年7月14日から 18日迄ノ ーノレエ{の}ロシドハイム市において第2

回国際海部明門討議会が開1iHされ，それに:1"席する為 7)171=1の未明に羽聞を

発ち途中 ð~l(乙の Wilhelmshaven に:"7・寄った後 26 年振りにデシマノレクのコペ

γハーグシi!iを訪れた。岡地にはH円不n4年約1iii前月程トlii;(下ーして当時植物問物
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山田: デシマルクの一日 31 

館で仕事をしていた Dr.BoERGESENの許で勉強したことがあったので私に

とっては誠に懐しい思出の都である。 尚同地の大学の植物学教室にはProf.

ROSENVINGEが在世中でかの有名なPhyllophoraBroadiaeiとActinococcus

subcutaneusの仕事をしていられた。当時のその助手Dr.SOREN LUNDが今近

郊Charlottenlundの水産研究所で仕事をして Prof.ROSENVINGEの後をつい

でいる。それであるから私は此度この会議へ出席出来ると決った時早速 Dr.

BOERGESENにも Dr.LUNDにも手紙を出して是非お自にかかり度いと申送っ

た処喜んで御待ちするとの返事をもらった。唯Dr.BOERGESENからは自分

は今 HeIlebaekに住んでいるが己に老齢なのでヨペシハーグシ迄出かねる

から此地へ一訪ねて呉れないかとの事であった。 HeIlebaekは此の前にも招か

れた事があるので是非お訪ねすると返事を出しておいた。

昔の汽車や汽船による悠長な旅とちがって飛行機の旅は全く手っ取り早

い。 7月7日の未明に羽田を発ったスカシヂナピヤ航空会社の飛行機は8日

の夜には独乙のハシプノレグに著いた。そこで翌9日には Wilhelmshavenへ

行って其の地に泊り， 10日の夜にはもうコペシハーグシへ著いて了った。早

速航空会社で予約して質ったホテノレへ行った所が既に Dr.Lundの置手紙が

あって明日午前9時に又訪ねて来るから宿で待っていて呉れ，一諸にHeIle-

baekにDr.BoERGESENを訪問し様とあった。

翌日日天気は好い.早く目が覚めたが6時前に起床して早く朝食をすま

せ，附近を散歩する。宿は繁華な中央ステ~ì/ョシの直き傍なので非常に賑

かでこの附近は昔と余り変らず歩いていると段々25年の昔を思い起す。人道

には丁度ì/~ズシとみえて毒を沢山売っている。大きな，実に見事なもので

特に大き-なものは直径3寸位のものがある。 9時前宿に戻って待っていると

間もなく Dr.LUNDが来て呉れた。そしてHeIlebaekへは午後行く事にして

あるから午前はこれから直ぐ自分の試験場へ案内仕様というので直きにー諸

に出かける。 この Charlottenlundというのはゴぺシハーグシの北の郊外で

中央ステ{νョシから電車で30分内外。昔の王様のお域で実に気持ちの好い
場所にある。同氏はここの algologistでlibrarianを兼ねている由で library

其の他を見せてもらう。尚同氏は目下グリーシラシドの海藻をやっている由

でそのマヌスクリプトを見せて呉れたが色々と非常に面白いものがあるとい

う事であった。それから再び市中にもどりレストラシで昼食の御馳走になる。

丁度附近のカナダの領事館に奉職中の夫人も来て食事を共にする。夫人に
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は初対面である。食後夫人に別れて

Dr. LUND の案内で愈々 Hellebaek

へ向 う。その処から約1Il寺間電車で

Helsingor迄行き間合の小さな汽I¥i

にのり替え間も なく目的地に着く 。

大した待合室もない小駅で司m'かなブ
ナ林の中にある。駅には Dr.BOER田

GESENの令嬢が迎えに来ていて呉れ

た。此の前来たH寺に矢張りこの駅ま

で迎えて呉れた令践で当時10放イ立

の子供であったが今では立派な一人

Fig. 1. CopenhagenのBotanical 前の姉人である。前rかなブナ林の間

Museum。植物闘の一隅にある。 の径を通って 4，5分で裏門の前へ:1-¥

る。そこから立派な庭悶に入った所主人[今、白い日よけのl帽子を被って庭まで

::1:¥て見えていたので 26年振りで対而をした。 非常に喜ばれ， 自分も大変に

姑しかった。直ぐに庭を案内説明して泣い宅に行く。玄関前には夫人も礼lえ

られ今日は天気が好いから外でお茶を用意したとの事で海に面した木蔭でお

*のもてなしにあずかる。色々話がはずんだが矢張り 年齢で主人は余 り訊ら

れず夫人と令嫌がしきりに取りもた

れる。途中で主人は小生のみをさ

そって1!}粛に入り先般から手紙で論

じ合っていたマク リチュヲス sii.の

Gelidiopsis scoρarzaの件にl叱いて

話合った。これは間同士が此穫に同

定された桜木の写真が自分にはどう

しても此の混とは忠、われないので其

の旨を75送った処早速同時士の考え

を云ってよこされ，繭来何回か手紙

をやりとりしていた問題でーあって，

これはがi!司自分が帰 りにパ リーに立

寄る際そこの Montagneの Type

sp巴Clluenを見た上最後の決定をイL

Fig. 2. Dr. F. BOERGESENとDr.

SOREN LUNDo H巴llebaek の Dr.
BOERGESENの庭闘にて搬す。
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様とい う事で務付いた。それから又

皆の賄に帰って団接に力nったがe門く

して令嬢は我々を誘って前の海岸に

降りた。一':wの砂浜で海水浴にはi盛i
当な場所である。 Fucusvesiculosus 

や Ahηieltiαρlicata等が11"揚げら

れている。此辺は対岸のスエーデン

に近い処でその家々が近くに見え

る。再び躍にあがり家に入ってうな

がされる怖に訪問者名千万に署名をし

た。主人 l土 217い名j~i: を繰って自分が

以前に此所を訪れたl埼:の署名を見せ

て呉れた。 1929年 7月711 東京山III

幸りj と ある。そしてその大きな古 J!f~

Fig.3. Dr. SつRENLUND とDr・-
BOERGESENの令憾。 Dr.BOERGESEN 

の庭l刻にて搬す。

な主でディナーのもてなしに4j-った引を忠いLI¥す。 fm、々皆に別れを告げて令
鋭から出の，ll!iををきっ1ら氷山にl吹きJ.JiIjった花竿iを見ていると主人が又iJ¥て米

られてリンネ II.!.がl咲いているとて (1らその花をとって乎波されたのでとを設

けて手帳のII¥jVとl'i1iんだ。何しろ此の曜は立派なもので突に色々な話d'tiの植物

Fig.4. 第2図と |百]。

が世料名i也から女J-く 集めてある。 ヒ

マ ラヤのものも多い。クリ ンソワ J:~

の他サ クラ Yヲまtiの東洋のものも齢

なくない。丁度花盛 りである。ヒマ

ラヤj主の Mechonoρsisのl{iliが大

きなノレリ色の奇麗な花をつけている

のが目をひいた。省って(川県を受け

て悠々札幌から送った石崎地が池の

nilに立っている。段々にコクが1'1・い

てよくなったという。又メタセコイ

ヤの117も見事に行って"C::Jさi妊に 1丈

にもなる。以liiiゴペンハー ンーソの問

物却で(1:'J[.をしていた|結成 ':ÿll~1 分の

羽しの」ニに Dr. BOERGESEN の1mJ学な
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メツセーヂを記した名刺に添えて咲きたてのオホヤマレングの清々しい一花

が添えてあった事も忘れない.後できくとこの苗はもう 50年近く前に故遠

藤吉三郎博士から送られたものだという事であった。とも角比の庭を見る為

にSwedenの王様も何回かことを訪問されたとの事である。再び主人に左様

ならを告け'て停車場へ赴しこの令嬢はいつも客の案内をされるらしく世界

各地から比の地を訪れる藻類学者を好く知っていて，停車場で汽車を待つ閉

その噂等をした。総て汽車が来たので令嬢に別れて Dr.LUNDと二人でコぺ

シハ{グシに帰り今度は Dr.LUNDの宅に行く。夕飯に招待されているので

ある。夫人は巳に帰宅して用意をして我々の来るのを待っていて呉れた。奇

麗なアパ戸トで気持の好、い住居である。話によるとゴぺシハーグシも御他聞

にもれず住宅難でζの様なフラットを借りるにも仲々容易でないと云う。夫

人心尽のおいしい料理の御馳走になり食後躍が出たので今朝町で見た大粒の

革の話をした処，近頃どんどん大きいのが出る様になったが余り大きいのは

見た目は好いが味は余り好くないとの事であった。食後又Vエリーi西等をの

'み乍ら亡くなった Prof.ROSENVINGE其他各国藻類学者の噂，パリ{の植物

学会の話，先年出席したエデンパラの第一回国際海藻専門討議会の話，それ

からつい先日帰ったスペイシへの旅の話等をしている内に大分夜も更けたの

で別れを告げ宿に帰った。然し空は未だ全くは暗くはならない。丁度夜明け

前の様に彼方の空はうす明るい。

日本を発ってから僅か数日，二十数年も互に相見なかったなつかしい人

々に会い，古くになちんだ土地をふむ事が出来て過した楽しい一日は今とな

ると又夢の様な気がしないでもない。(北海道大学理学部植物学護士室)

北米南加大串の AllanHancock Foundation 

に於ける海藻研究鹿止さる

Pacific Sci組 ceA鑓 O巴iationの太平苛植物学委員会に属する滋領小委員会の最近の

報告(1955!q;10月11日附発迭の小委員会第1報)によると，表題の研究所は今まで活糧費に

行われていた海凝の研究を，他の海産生物研究の大部分と共に，打ち切ることになづたこ

とは甚だ遺憾であ!J. Dr. DAWSONのメキシコ附岸の海議アロラの報告も完結を見ない

ことになるのは長も不幸なことであると記しているo かつて同博士来遊の際， HANCOCK 

氏が近頃テレビジョンに凝っていて海洋生物の研究は将来どうなるか心、配だと洩らしてお

-34-




